
四
月
一
日
の
振
興
会
定
例
役
員
会
に
お
い

て
、
今
年
度
の
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
結
果
、
書
面
決
議
と
い
う
方
法
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
九
日
に
通
常
総
会
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
今
回
は
事
前
に
総

会
資
料
を
配
布
し
、
承
認
書
を
提
出
願
い
、

決
議
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
伊

達
市
で
は
元
気
づ
く
り
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
す
べ
て
自
粛
の
た
め
中

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
予
定
は
、
四
月
十
五
日
に
監
査
及

び
総
会
資
料
帳
合
作
成
し
、
二
十
三
日
に
行

政
区
長
へ
発
送
、
全
戸
に
総
会
資
料
と
書
面

表
決
書
を
配
布
の
上
、
五
月
九
日
の
総
会
日

迄
回
収
願
い
表
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
自
粛
ム
ー
ド
の
中
、
石
田
小
学

校
の
入
学
式
が
三
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
保
護
者
と
、
来
賓
が
市
長
代
理
の
み

と
い
う
、
最
小
限
の
人
数
に
よ
り
執
り
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
卒
業
生
は
六
名
で
し

た
。
入
学
予
定
者
は
三
名
で
、
全
校
生
で

十
七
名
に
な
り
ま
す
。

石
田
に
リ
タ
ー
ン
さ
れ
ま
し
た

野
崎
寅
治
さ
ん
で
す

私
は
五
年
前
、
六
十
年
ぶ
り
に
横
浜
か
ら

石
田
橋
本
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

の
間
に
、
父
母
、
生
家
を
守
っ
て
き
た
叔
父
、

叔
母
が
次
々
と
他
界
、
私
も
定
年
を
迎
え
た

こ
と
も
あ
っ
て
古
里
へ
の
移
住
を
決
断
し
ま

し
た
。子
供
の
頃
の
古
里
は
と
て
も
綺
麗
で
、

悠
然
と
聳
え
る
名
峰
霊
山
、
そ
こ
か
ら
流
れ

出
る
石
田
川
は
清
冽
で
、
魚
影
も
濃
く
、
夏

に
な
る
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
魚
捕
り
や
川
遊

び
す
る
子
供
た
ち
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
私
も

簡
略
化
さ
れ
た
石
田
小
学
校
卒
業
式

校歌、市歌、挨拶なしの短時間方式の卒業式となりました保護者はマスク着用で出席者も最小限でした

野崎さんの物置の前で、昔のままの姿が都会の人には
良いのだそうです

令
和
二
年
度
石
田
ふ
る
さ
と
振
興
会

通
常
総
会
は
文
書
決
議
と
な
り
ま
し
た

こ
の
人
紹
介
し
ま
す

いしだ便り
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友
達
と
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
質
素
な
暮
ら

し
方
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
は
た
だ
、

原
発
事
故
や
野
生
動
物
の
被
害
と
い
っ
た
困
難
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
生
家
を
守
り
な
が
ら
ま
だ
ま
だ

美
し
い
自
然
が
維
持
で
き
る
よ
う
な
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
伊
達
市
霊
山
総
合
支
所
長
を
は
じ
め
小
学

校
長
、
駐
在
所
、
農
協
石
戸
支
所
長
、
石
戸
郵
便
局

ま
ず
、
無
事
成
人
式
を
迎
え
る
事
が
出
来
、
両
親

や
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
成
人
式
で
は
友
人

と
会
い
お
酒
を
飲
み
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出

来
ま
し
た
。
学
生
の
人
、
就
職
し
た
人
、
子
供
の
頃

か
ら
一
緒
だ
っ
た
友
人
が
大
人
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。私

の
目
標
は
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
広

い
視
野
と
心
を
持
ち
何
事
に
も
感
謝
で
き
る
女
性
に

な
り
た
い
で
す
。

石
田
小
学
校
で
少
人
数
の
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
楽

し
く
み
ん
な
仲
良
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
学
校
の

先
生
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
又
、
小
学
校
一
年
生

か
ら
続
け
て
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
も
色
々
な
こ
と

を
教
え
て
頂
き
、
高
校
ま
で
続
け
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
先
輩
、
後
輩
な
ど
人
と
の
関
わ
り
は
人
生
で
役

に
立
つ
事
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
も
社
会
人
の
チ
ー
ム
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し

く
続
け
て
い
ま
す
。
今
ま
で
私
が
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
の
様
に
私
も
地
域
や
友
人
、
周
り
の
人
に
恩
返

し
の
出
来
る
大
人
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

佐
々
木
絵
理
さ
ん

長
、
各
団
体
、
の
方
と
毎
年
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会
が

一
月
十
八
日
に
石
戸
地
区
交
流
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
石
田
に
関
係
す
る
各
界
の
方
と
振
興
会

役
員
が
顔
を
合
わ
せ
情
報
交
歓
す
る
こ
と
で
円
滑
に

よ
り
良
い
活
動
に

し
た
い
と
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
石
田
に

対
す
る
思
い
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

石田橋本地内から見える霊山と石田川

　
令
和
二
年
賀
詞
交
歓
会

石
田
の
ホ
ー
プ
新
成
人
で
す

右から　佐々木絵理さん、伊藤真樹さん、
        齋藤愛加さん、菅野真未さん

成
人
者
代
表
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集
会
所
改
修
補
助
事
業
実
施
地
区
は
２
件

里
山
林
整
備
事
業
補
助
事
業
は
６
件
で
し
た
。

新
年
度
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

新
年
度
に
入
り
役
員
改
選
の
年
、
各
地
区
の
行
政

推
進
委
員
と
成
ら
れ
た
方
々
に
は
、
新
た
な
組
織
委

員
会
の
委
員
と
し
て
ご
協
力
頂
き
ま
す
。

既
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
も
あ

り
ま
す
が
、
当
委
員
会
は
本
部
及
び
各
委
員
会
の
行

事
な
ど
へ
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
是
非
観
て
く
だ
さ
い
随
時
更
新

し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
地
域
の
話
題
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
本
委
員
会
は
恒
例
と
な
り
ま
し
た
彼
岸
花

植
栽
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
植
栽
場
所
は
昨
年
同
様

各
行
政
区
単
位
で
草
刈
の
管
理
が
出
来
る
集
落
に
植

え
る
予
定
で
す
。
又
、
八
月
下
旬
に
は
草
刈
奉
仕
作

業
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を

頂
い
て
九
月
に
は
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
第
二
回
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
祭
り
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
防
災

訓
練
も
実
施
の
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
様
に
参
加
し

て
頂
き
非
常
時
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
務
広
報
委
員
会

環
境
防
災
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会

「
石
田
っ
子
ク
ラ
ブ
」

一
月
、
東
京
の
大
学
生
た
ち
と
凧
作
り
、
凧
揚
げ

二
月
、
紙
粘
土
あ
そ
び
、
ビ
ン
ゴ
大
会
。

今
年
度
も
無
事
閉
講
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
き
な
事
故
や
怪
我
も
な
く
毎
回
ほ
と
ん
ど

の
小
学
生
が
元
気
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

新
年
度
は
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
る
予
定
で

す
。
活
動
内
容
や
昼
食
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
今
ま
で

は
無
か
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
期
待
で
き
る
か
も
！
ぜ
ひ

楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

大学生と一緒に凧作り

地
域
活
性
化
委
員
会

　
元
年
度
事
業
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
、
地
域
活
性
化
委
員
の
委
員
長
を
命
じ
ら

れ
ま
し
た
大
平
の
菅
野
毅
と
申
し
ま
す
。

昨
年
度
の
活
動
内
容
は
春
と
秋
、
霊
山
登
山
者
に

振
舞
う
豚
汁
、
夏
祭
り
に
は
縁
日
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
祭

り
で
は
、
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
の
活
動

と
し
ま
し
て
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
、
石
田
の
宝

の
編
集
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
春
と
秋
に
行
っ
て
い
る
登
山
者
へ
振
舞
う
豚

汁
は
大
変
好
評
を
頂
い
て
お
り
、「
今
年
も
大
変
美

味
し
い
豚
汁
を
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
又
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
祭
り
で
行
っ
た
バ
ザ
ー

で
は
地
域
の
皆
様
の
協
力
で
た
く
さ
ん
の
品
物
を
寄

せ
て
も
ら
い
、
販
売
の
方
も
好
調
で
し
た
。
売
上
は

石
田
小
学
校
の
子
供
達
の
為
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
活
性
の
為
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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大
災
害
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
、
地
球

規
模
で
大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
で
も
み
ん

な
で
頑
張
れ
ば
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　
編
　
集
　
後
　
記

重
大
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
道
路
、

農
地
、
水
路
な
ど
の
被
害
箇
所
は
相
当
あ
り
ま
し

た
。
今
年
の
作
付
が
危
ぶ
ま
れ
早
急
な
復
旧
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模
な
箇
所
の
復
旧
は
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。

豪
雨
の
度
に
土
砂
崩
落
流
出
被
害
が
あ
っ
た
中
瀬

地
内
集
落
裏
の
山
林
等
の
測
量
が
四
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

復
旧
が
待
た
れ
る

　
　
台
風
十
九
号
被
害
箇
所

急
傾
斜
危
険
区
域
工
事
計
画
の
た
め

の
測
量
が
始
ま
る

根古屋農村公園の埋設放射能廃
棄物の処理が完了石田ブヨメキの水芭蕉です

石
田
広
畑
地
内
北
川
流
出

現
場
は
公
共
災
害
復
旧
工

事
の
た
め
ま
も
な
く
発
注

さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す

小
石
田
前
地
内
は
未
だ
に

通
行
止
と
な
っ
て
い
ま
す

急傾斜危険指定地域となっている上中瀬地内

桜が満開で美しいです。猪に荒らされた
ところも工事により綺麗になりました。

4 月 6 日多くの花が咲き始め清楚で
キレイでした
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